


ロットワイラーの骨溶解病変部位における Pseudomonas putida の分離同定 
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骨肉腫は、主に大型犬や超大型犬に認められる原発性骨腫瘍である。 
５ヵ月間におよぶ左前肢の慢性跛行と腫脹を評価するため、ロットワイラー（避妊雌/7

歳）が UPM 大学動物病院を紹介受診した。 
当初、クアラルンプールの動物病院において、巨大オオトカゲによる咬傷の治療のため抗

生物質を投与していた。傷は治癒したが、咬傷を負ってから 2 週間後より、軟部組織の腫れ
と跛行が認められるようになった。X線検査では、左前肢の橈骨遠位に軟部組織の腫脹が認
められた。患部の CT 撮影を行うと、「骨嚢胞様」病変に似た皮髄境界不明瞭な病変が認め
られた。胸部レントゲンの異常は認められなかった。 
骨肉腫を疑い、左前肢の肩甲胸郭間切断術を実施した。術中前後の疼痛管理には、モルヒ

ネ、メロキシカム、トラマドールが使用された。術後は 7 日間クリンダマイシンを使用し
た。創傷からの浸出液は術後８日目まで認められた。 
切断後の病変部から吸引した骨組織および漿液を培養し、真菌および細菌の同定を行っ

た。また、病変の認められた部位のスタンプ標本を細胞学的に評価し、固定した組織の病理
組織学的な評価を行った。病理組織検査により、病変部は骨肉腫と診断された。真菌培養検
査および病理組織学的検査では陰性であったが、骨組織および漿液の純培養物から、
Pseudomonas putida が分離された。API 基準による同定の結果も同様 Pseudomonas putida
であった。 
犬は 2 週間後に退院し、それ以降の合併症は起こっていない。退院後、βグルカンを含む

抗がん作用の認められているサプリメントであるタヒボエキスが処方された（SID/6 ヶ月
間）。また、250 mg/m²の静脈内カルボプラチン化学療法を全 5回実施した。胸部 X線検査
による定期検査を行っているが、現在に至るまで腫瘍は寛解しているということができる。 
今回の症例は、オオトカゲの咬傷が Pseudomonas putida 感染を引き起こした可能性があ

るという、共有すべきユニークな事例である。なぜなら、この細菌は、水源にいる動物の口
腔内にしばしば存在するからである。本症例では、腫瘍は受傷後 2 週間以内に発生し、こ
れは飼い主にとって明らかであった。この微生物または咬傷による他の病原体が腫瘍形成に
何らかの役割を果たしているかどうかは不明であり、今回の場合では、X 線検査で骨肉腫の
異常所見が認められたことによる推測でしかない。 




